
 平 成 ２ ８ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 Ｄ Ｄ 第 三 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｍ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― Ｍ － 7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｍ － 11 ～ 14 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１M９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

333333Ｊ3

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は 5 月 25 日 10 時以降の予定です。 
合否の検索は 6 月 13 日 14 時以降の予定です。 
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Ｍ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ に加わる電圧が１０ボルトのとき、抵抗Ｒ で消費する１ ３

電力は、 (ア) ワットである。 (５点)

① ８ ② １８ ③ ２８

図１

(２) 図２に示す回路において、回路に４アンペアの交流電流が流れているとき、端子ａ－ｂ間に

現れる電圧は、 (イ) ボルトである。 (５点)

① ６８ ② ８０ ③ ９２

図２

(３) 抵抗とインダクタンスの直列回路の両端に交流電圧を加えたとき、電圧の位相は、流れる電

流の位相に対して、 (ウ) 。 (５点)

① 同じである ② 遅れている ③ 進んでいる

(４) 断面が円形の導線の長さを９倍にしたとき、導線の抵抗値を変化させないようにするために

は、導線の直径を (エ) 倍にすればよい。 (５点)

１① ② ３ ③ ９３

ｂａ

ΩＲ ８＝ ΩＸＬ １５＝

２ Ω＝Ｒ３

Ｒ１ ２ Ω＝

Ｒ２ ３ Ω＝

Ｅ
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Ｍ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｎ形半導体の多数キャリアは、 (ア) であり、キャリアが動くことによって電流が流れ

る。 (４点)

① イオン ② 自由電子 ③ 正 孔

(２) 図において、信号源の入力電圧Ｖ と入力側に戻る電圧Ｖ とによって、増幅回路の入力電Ｓ Ｆ

圧Ｖ を合成するとき、Ｖ とＶ とが (イ) の関係にある帰還(フィードバック)を正帰還Ｉ Ｓ Ｆ

といい、発振回路に用いられる。 (４点)

① 直 列 ② 並 列 ③ 逆位相 ④ 同位相

(３) 可変容量ダイオードは、コンデンサの働きを持つ半導体素子であり、ｐｎ接合ダイオードに

加える (ウ) 電圧の大きさを変化させることにより、静電容量が変化することを利用して

いる。 (４点)

① 低周波 ② 高周波 ③ 逆方向 ④ 順方向

(４) トランジスタによる増幅回路を構成する場合のバイアス回路は、トランジスタの動作点の設

定を行うために必要な (エ) を供給するために用いられる。 (４点)

① 入力信号 ② 出力信号 ③ 交流電流 ④ 直流電流

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が３０マイクロアンペア、エミッタ電流が２.６２

ミリアンペアのとき、コレクタ電流は (オ) ミリアンペアである。 (４点)

① ２.３２ ② ２.５９ ③ ２.６５

出力電圧
Ｖo

信号源入力電圧 
　Ｖs

増幅回路

帰還回路

ＶＩ

ＶＦ
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Ｍ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

斜線部分を示す論理式がＡ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃと表すことができるベン図は、 (ア)

である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数 Ｘ 、Ｘ について、各桁それぞれに論理積を求め２進数で表記した後、１０１ ２

進数に変換すると、 (イ) になる。 (５点)

① ２５７ ② ５１１ ③ ７６８

２進数

Ｘ ＝ １１０１０１０１１１

Ｘ ＝ １０１０１０１０１２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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Ｍ－4

(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋(Ｂ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ｂ＋Ｃ)

① ０ ② Ａ ③ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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Ｍ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が２２ミリワット、その伝送損失が１キロメートル

当たり (ア) デシベル、増幅器の利得が８デシベルのとき、電力計の読みは、２.２ミリ

ワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。 (５点)

① ０.６ ② ０.８ ③ １.０

(２) 同軸ケーブルの漏話は、導電的な結合により生ずるが、一般に、その大きさは、通常の伝送

周波数帯域において、伝送される信号の周波数が低くなると (イ) 。 (５点)

① ゼロとなる ② 小さくなる ③ 大きくなる

(３) 特性インピーダンスがＺ の通信回線に負荷インピーダンスＺ を接続する場合、 (ウ)０ １

のとき、接続点での入射電圧波は、同位相で全反射される。 (５点)

０Ｚ① Ｚ ＝ Ｚ ② Ｚ ＝ ③ Ｚ ＝ ∞１ ０ １ １２

(４) 信号電力 をＰ ワット 、雑音電 力をＰ ワットとすると、信号電力対雑音電力比は、Ｓ Ｎ

(エ) デシベルである。 (５点)

Ｎ Ｓ Ｎ ＳＰ Ｐ Ｐ Ｐlog log log log① １０ ② １０ ③ ２０ ④ ２０
Ｓ Ｎ Ｓ Ｎ10 10 10 10Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

電気通信回線

２５ kｍ

電気通信回線

５ kｍ
増
幅
器

発振器 電力計Ｗ
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Ｍ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 振幅変調によって生じた上側波帯と下側波帯のいずれかを用いて信号を伝送する方法は、

(ア) 伝送といわれる。 (４点)

① 両側波帯(ＤＳＢ) ② 単側波帯(ＳＳＢ) ③ 残留側波帯(ＶＳＢ)

(２) デジタル伝送における信号の多重化には、複数の信号を時間的に少しずつずらして配列する

(イ) 方式がある。 (４点)

① ＴＤＭ ② ＳＤＭ ③ ＦＤＭ

(３) ４キロヘルツ帯域幅の音声信号を８キロヘルツで標本化し、６４キロビット／秒で伝送する

ためには、１標本当たり、 (ウ) ビットで符号化する必要がある。 (４点)

① ７ ② ８ ③ １６

(４) デジタル伝送路などにおける伝送品質の評価尺度の一つであり、測定時間中に伝送された符

号(ビット)の総数に対する、その間に誤って受信された符号(ビット)の個数の割合を表したも

のは (エ) といわれる。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＳＥＳ ③ ％ＥＦＳ

(５) 光ファイバで双方向通信を行う方式として、 (オ) 技術を用いて上り方向の信号と下り

方向の信号にそれぞれ別の光波長を割り当てることにより、１心の光ファイバで上り方向の信

号と下り方向の信号を同時に送受信可能とする方式がある。 (４点)

① ＷＤＭ ② ＰＡＭ ③ ＰＷＭ
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Ｍ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮシステムについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ア) である。

(５点)

① ＯＬＴからの下り方向の通信では、ＯＬＴが、どのＯＮＵに送信するフレーム

かを判別し、送信するフレームの宛先アドレスフィールドに、送信する相手の

ＯＮＵ用の識別子を埋め込んでネットワークに送出する。

② ＯＬＴからの下り信号は、放送形式で配下の全ＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵ

は受信したフレームが自分宛であるかどうかを判断し、取捨選択を行う。

③ ＧＥ－ＰＯＮは、ＯＬＴとＯＮＵの間において光／電気変換を行わず、受動素

子である光スプリッタを用いて光信号を複数に分岐することにより、光ファイバ

を複数のユーザで共有する方式である。

(２) ＩＰ電話のプロトコルとして用いられているＳＩＰは、ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１において

標準化された呼制御プロトコルであり、 (イ) で動作する。 (５点)

① ＩＰｖ４のみ ② ＩＰｖ６のみ ③ ＩＰｖ４及びＩＰｖ６の両方

(３) ＩＥＥＥ８０２.１１において標準化された無線ＬＡＮについて述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (５点)

Ａ ２.４ＧＨz帯の無線ＬＡＮは、ＩＳＭバンドとの干渉によるスループットの低下がない。

Ｂ ＣＳＭＡ／ＣＡ方式では、送信端末からの送信データが他の無線端末からの送信データと

衝突しても、送信端末では衝突を検知することが困難であるため、送信端末は、アクセスポ

イント(ＡＰ)からのＡＣＫ信号を受信することにより、送信データが正常にＡＰに送信でき

たことを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) アナログ電話回線を使用してＡＤＳＬ信号を送受信するための機器である (エ) は、

データ信号を変調・復調する機能を持ち、変調方式にはＤＭＴ方式が用いられている。(５点)

① ＡＤＳＬスプリッタ ② ＡＤＳＬモデム

③ ＤＳＵ(Digital Service Unit)

(５) ＩＰ電話機を、ＩＥＥＥ８０２.３ｕにおいて標準化された (オ) のＬＡＮ配線に接続

するためには、一般に、非シールド撚り対線ケーブルの両端にＲＪ－４５といわれる８ピン・
よ

モジュラプラグを取り付けたコードが用いられる。 (５点)

① １００ＢＡＳＥ－ＴＸ ② １００ＢＡＳＥ－ＦＸ

③ １０００ＢＡＳＥ－ＣＸ
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Ｍ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) ＨＤＬＣ手順では、フレーム同期をとりながら (ア) ために、受信側において、開始フ

ラグシーケンスを受信後に、５個連続したビットが１のとき、その直後のビットの０は無条件

に除去される。 (５点)

① 送受信のタイミングを確認する ② データの透過性を確保する

③ ビット誤りがあるフレームを破棄する

(２) １００ＢＡＳＥ－ＦＸでは、送信するデータに対して４Ｂ／５Ｂといわれるデータ符号化を

行った後、 (イ) といわれる方式で信号を符号化する。 (イ) は、図１に示すように

２値符号でビット値１が発生するごとに信号レベルが低レベルから高レベルへ又は高レベルか

ら低レベルへと遷移する符号化方式である。 (５点)

① ＭＬＴ－３ ② ＮＲＺ ③ ＮＲＺI

図１

(３) 図２に示す、メタリックケーブルを用いて電話共用型ＡＤＳＬサービスを提供するための設

備の構成において、ＡＤＳＬ信号の伝送品質を低下させる要因となるおそれがあるブリッジタッ

プの箇所について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 幹線ケーブルと同じ心線数の分岐ケーブルが幹線ケーブルとマルチ接続され、分岐ケーブル

の下部側に延長されている箇所(図中 )。a

Ｂ 幹線ケーブルとユーザへの引込線の接続点において、幹線ケーブルの心線とユーザへの引

込線が接続され、幹線ケーブルの心線の下部側が切断されている箇所(図中 )。b

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図２

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １

ケーブル終端

電気通信事業者
の装置 分岐ケーブル

ユーザへの引込線

  下部側を切断

ケーブル終端

マルチ接続

幹線ケーブル
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Ｍ－9

(４) ＯＳＩ参照モデル(７階層モデル)の第２層であるデータリンク層の定義として、ＪＩＳ Ｘ

００２６：１９９５情報処理用語(開放型システム間相互接続)で規定されている内容について

述べた次の記述のうち、正しいものは、 (エ) である。 (５点)

① 通信相手にデータを届けるための経路選択及び交換を行うことによって、データ

のブロックを転送するための手段を提供する。

② 伝送媒体上でビットの転送を行うためのコネクションを確立し、維持し、解放

する機械的、電気的、機能的及び手続き的な手段を提供する。

③ ネットワークエンティティ間で、一般に隣接ノード間のデータを転送するため

のサービスを提供する。

(５) 電気通信事業者側とユーザ側に設置されたメディアコンバータなどとの間で、１心の光ファ

イバを１ユーザが専有する形態によりサービスが提供される光アクセスネットワークの構成は

(オ) 方式といわれる。 (５点)

① ＰＤＳ(Passive Double Star) ② ＳＳ(Single Star)

③ ＡＤＳ(Active Double Star)

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 考えられる全ての暗号鍵や文字列の組合せを試みることにより、暗号の解読やパスワードの

解析を試みる手法は、一般に、 (ア) 攻撃といわれる。 (５点)

① バッファオーバフロー ② ＤＤｏＳ ③ ブルートフォース

(２) ネットワークを通じてサーバに連続してアクセスし、セキュリティホールを探す場合などに

利用される手法は、一般に、 (イ) といわれる。 (５点)

① スプーフィング ② ポートスキャン ③ スキミング

(３) スイッチングハブのフレーム転送方式におけるストアアンドフォワード方式について述べた

次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (５点)

① 有効フレームの先頭からＦＣＳまでを受信した後、異常がなければフレームを転送

する。

② 有効フレームの先頭から６４バイトまでを受信した後、異常がなければフレームを

転送する。

③ 有効フレームの先頭から宛先アドレスの６バイトまでを受信した後、フレームが

入力ポートで完全に受信される前に、フレームを転送する。

(４) ＩＥＴＦのＲＦＣ４４４３において標準化されたＩＣＭＰｖ６のＩＣＭＰｖ６メッセージに

は、大きく分けてエラーメッセージと (エ) メッセージの２種類がある。 (５点)

① 制 御 ② 情 報 ③ 呼処理
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(５) ルータは、ＯＳＩ参照モデルにおける (オ) が提供する機能を利用して、異なるＬＡＮ

相互を接続することができる。 (５点)

① トランスポート層 ② データリンク層 ③ ネットワーク層

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 光ファイバコネクタのフェルールの研磨にはフェルール先端を直角にフラット研磨する方法

があるが、コネクタ接続部の光ファイバ間に微少な空間ができるため、 (ア) が起こる。

(５点)

① フレネル反射 ② モード分散 ③ 後方散乱

(２) 光ファイバ心線の融着接続部は、被覆が完全に除去されるため機械的強度が低下するので、

融着接続部の補強方法として、一般に、 (イ) により補強する方法が採用されている。

(５点)

① ワイヤプロテクタ ② 光ファイバ保護スリーブ ③ プランジャ

(３) フロアダクトは、鋼製ダクトをコンクリートの床スラブに埋設し、電源ケーブルや通信ケー

ブルを配線するために使用される。埋設されるダクトには、接地抵抗値が (ウ) オーム以

下の接地工事を施す必要がある。 (５点)

① １ ② １０ ③ １００

(４) Ｗｉｎｄｏｗｓのコマンドプロンプトから入力されるｐｉｎｇコマンドは、調べたいパーソ

ナルコンピュータのＩＰアドレスを指定することにより、ＩＣＭＰメッセージを用いて初期設

定値の (エ) バイトのデータを送信し、パーソナルコンピュータからの返信により接続の

正常性を確認することができる。 (５点)

① ３２ ② ６４ ③ １２８

(５) 室内におけるケーブル配線設備について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (５点)

Ａ 床の配線ダクトにケーブルを通す床配線方式で、電源ケーブルや通信ケーブルを配線する

ための既設ダクトを備えた金属製又はコンクリートの床は、一般に、セルラフロアといわれる。

Ｂ 通信機械室などにおいて、床下に電力ケーブル、ＬＡＮケーブルなどを自由に配線するた

めの二重床は、一般に、フリーアクセスフロアといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

② 電気通信事業者とは、電気通信事業を営むことについて、電気通信事業法の規定に

よる総務大臣の登録を受けた者及び同法の規定により総務大臣への届出をした者をいう。

③ 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を特定の者の専用の用に供することをいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢秘密の保護｣及び｢検閲の禁止｣について述べた次の二つの文章は、

(イ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者の取扱中に係る通信の秘密は、侵してはならない。電気通信事業に従事す

る者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得た他人の秘密を守らなけ

ればならない。その職を退いた後においても、同様とする。

Ｂ 電気通信事業者の取扱中に係る通信は、犯罪捜査に必要であると総務大臣が認めた場合を

除き、検閲してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なものと

するとともに、その公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確保する

とともにその利用者の (ウ) を保護し、もって電気通信の健全な発達及び国民の利便の確

保を図り、公共の福祉を増進することを目的とする。 (５点)

① 利 益 ② 権 利 ③ 秘 密

(４) 利用者は、端末設備又は (エ) 設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付を受

けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に

監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。 (５点)

① 事業用電気通信 ② 自営電気通信 ③ 専用通信回線

(５) 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるとき

は、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は (オ) のために

必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなければならない。公共の利益のため緊急に

行うことを要するその他の通信であって総務省令で定めるものについても、同様とする。

(５点)

① 犯罪の防止 ② 秩序の維持 ③ 人命の救助
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監

督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

② ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数

が毎秒６４キロビット換算で１００以下のものに限る工事を行い、又は監督すること

ができる。

③ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。

(２) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則において、 (イ) に接続される端末機器に

表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｆであると規定されている。 (５点)

① インターネットプロトコル電話用設備 ② デジタルデータ伝送用設備

③ インターネットプロトコル移動電話用設備

(３) 有線電気通信法に規定する｢目的｣及び｢技術基準｣について述べた次の二つの文章は、

(ウ) 。 (５点)

Ａ 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を規律し、有線電気通信に関する秩

序を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

Ｂ 有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技術基準により確保されるべき事項の一

つとして、有線電気通信設備は、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えないように

することがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ)

である。 (５点)

① 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆され

ている場合は、これらの物を含む。)をいう。

② ケーブルとは、光ファイバ以外の絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

③ 絶縁電線とは、絶縁物又は保護物で被覆されている電線をいう。
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(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、アクセス管理者とは、電気通信回線に接

続している電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行う

ものに限る。)につき当該特定電子計算機の (オ) する者をいう。 (５点)

① 動作を管理 ② 接続を制限 ③ 利用を監視

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

② インターネットプロトコル移動電話端末とは、端末設備であって、インターネット

プロトコル移動電話用設備又はデジタルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

(２) 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル移動電話

端末の間に設定され、主として (イ) に使用する通信路をいう。 (５点)

① アナログ信号の入出力 ② 制御信号の伝送 ③ 音声の伝送

(３) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (ウ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (５点)

① 音響衝撃 ② 誘導雑音 ③ 反響音

(４) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ) である。 (５点)

① 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.４メガオーム以上

の絶縁抵抗を有しなければならない。

② 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と

の間において、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流

の場合にあっては、その使用電圧の２.０倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれ

に耐える絶縁耐力を有しなければならない。

③ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

(５) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流 (オ) ボルト以上の一の電圧で測定

した値で１メガオーム以上でなければならない。 (５点)

① １００ ② ２００ ③ ３００
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ず

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために電気通信事業者が別に定める

条件を満たすものでなければならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

③ 配線設備等は、事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないよう

にするため、総務大臣が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める

場合にあっては、その方法により設置されなければならない。

(２) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (イ) である。 (５点)

① 電気通信事業者が別に定める条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設

備を識別するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるもの

をいう。)を有すること。

② 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることがで

きないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

③ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示す

るところにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものであるこ

と。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

Ｂ 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の四つの

周波数で規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (エ) である。 (５点)

① 発信を行う場合にあっては、発信を要求する信号を送出するものであること。

② 応答を行う場合にあっては、応答を確認する信号を送出するものであること。

③ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、

最初の発信から２分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(５) 専用通信回線設備等端末は、 (オ) に対して直流の電圧を加えるものであってはならな

い。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重畳が認められる場合にあっては、こ

の限りでない。 (５点)

① 電気通信回線 ② 配線設備 ③ 他の端末設備
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試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 

 
 

 
H2801_DD第三種




